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グループ全体の環境負荷

一般廃棄物

■JR東日本のリサイクル率 ■JR東日本グループ全体のリサイクル率 ■グループ会社のリサイクル率

（42,739t）

一般廃棄物
（87,001t） 

93％
（456,159t）

リサイクル率

インプット

アウトプット

グループ会社の事業

営業収益 6,912億円営業収益 6,912億円

CO2排出量254万t-CO2 66万t-CO2

87,001t一般廃棄物排出量

産業廃棄物
（469,813t） 

産業廃棄物
（22,582t）   

水使用量

エネルギー使用量

OA用紙使用量

● 電力 　　　　9.4億kWh　　
● 都市ガス 　　3,715万m3　
● その他の燃料 6.2万kl（原油換算）

● 電力 54.5億kWh ※1
● 都市ガス 1,094万m3 ※2

● その他の燃料 7.2万kl（原油換算）※2

1,192万m3

1,713t

982万m3

974t

営業収益 1兆8,825億円

合計 42,739t

● オフィス 2,712t
● 駅・列車 37,861t
● 総合車両センターなど 829t
● 切　符 417t
● その他現業区※3 909t
● 発電所 11t

22,582t産業廃棄物排出量
合計 469,813t

● 設備工事※4 445,837t
● 総合車両センターなど 22,935t
● 医療系 144t
● その他現業区 371t
● 発電所 526t

リサイクル率

リサイクル率

リサイクル率

リサイクル率

リサイクル率

61％
（79,382t）

(うち再生紙が86％）(うち再生紙が95％）

85％
（36,416t）

94％
（443,188t）

49％
（42,966t）

57％
（12,971t）

ＪＲ東日本の事業
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廃棄物処理についての考え方
● 廃棄物には「有価物」を含みます。
●清掃工場などで処理される一般廃棄物や、中間処
分が焼却される産業廃棄物において、サーマルリ
サイクル※されている場合は、リサイクルとして扱っ
ています。
※サーマルリサイクル　廃棄物を燃やした時の排熱を回
収して蒸気や温水を作り、発電や給湯などに利用するリ
サイクル手法のこと

※1 電力　インプットされた電力については、自営発電所で発電し、弊社内で使用した電力と、電力会社から購入している電力の双方を含んでいます。
※2 都市ガス・その他燃料　都市ガス、その他燃料について、自営火力発電所で発電用に使用している燃料は含まれていません。
※3 その他現業区　設備のメンテナンスなどを行う技術センターや車掌区など。
※4 設備工事　法律上は工事の請負会社が排出事業者となる工事廃棄物も産業廃棄物に含んで把握しています。
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